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Ｊ
Ｒ
Ｃ
バ
ッ
チ
を
胸
に

	

青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会
小
中
会
長

�

橋　

本　
　
　

新　

�

（
名
古
屋
市
立
東
桜
小
学
校
）

私
の
青
少
年
赤
十
字
と
の
出
会
い
は
、
二
校
目
に
赴
任

し
た
中
学
校
で
の
委
員
会
活
動
と
し
て
存
在
し
た
「
Ｊ
Ｒ

Ｃ
委
員
会
」
が
始
ま
り
で
す
。
全
校
生
徒
は
、
校
則
に
従

い
胸
の
名
札
に
校
章
と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
バ
ッ
チ
を
つ
け
、Ｊ

Ｒ
Ｃ
委
員
は
一
回
り
大
き
い
赤
十
字
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
バ

ッ
チ
を
誇
ら
し
く
付
け
て
い
た
の
で
す
。
教
室
に
は
ア
ン

リ
デ
ュ
ナ
ン
像
が
黒
板
の
上
に
掲
げ
ら
れ
、
新
入
生
は
入

会
式
で
誓
い
の
言
葉
を
唱
和
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
赤
十
字

と
は
病
院
の
地
図
記
号
か
救
急
車
の
マ
ー
ク
と
誤
っ
て
認

識
し
て
い
た
私
は
、
改
め
て
赤
十
字
と
は
何
か
知
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

青
少
年
赤
十
字
の
活
動
は
、
児
童
・
生
徒
が
赤
十
字
の

精
神
に
基
づ
き
、
世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、
実
践
目
標
に
「
健
康
安
全
」「
奉
仕
」「
国
際
理

解
・
親
善
」
を
、
主
体
性
を
育
む
た
め
の
態
度
目
標
に
「
気

づ
き
」「
考
え
」「
実
行
す
る
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
一
月
十
七
日
の
阪
神
淡
路
大
震
災
が
記
憶
に

残
り
ま
す
。
神
戸
出
身
の
教
員
が
在
籍
し
て
お
り
、
急
遽

帰
郷
し
そ
の
状
況
を
生
徒
に
語
っ
た
折
り
の
こ
と
で
す
。Ｊ

Ｒ
Ｃ
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
義
援
金
活
動
が
大
き
く

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
先
頭
に
立
つ
、
委
員
の
胸
に
も
、
全

校
生
徒
の
胸
に
も
Ｊ
Ｒ
Ｃ
バ
ッ
チ
が
輝
い
て
お
り
、
身
に

つ
け
る
こ
と
か
ら
も
気
づ
き
か
ら
実
行
に
つ
な
が
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
い
く
つ
も
の
震
災
や
国
際
紛
争
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
っ
た
予
想
を
越
え
た
事
態
が
、
青

少
年
を
取
り
巻
く
世
界
に
訪
れ
て
き
ま
し
た
。
き
っ
と
こ

れ
ら
の
事
態
に
直
面
し
た
時
に
も
、
加
盟
校
の
み
な
さ
ま

は
青
少
年
赤
十
字
活
動
の
視
点
か
ら
成
長
の
機
会
を
見
出

し
、
実
践
に
結
び
付
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
世
界
の
担
い
手
と
し
て
の
青
少
年
の
育
成
に

加
盟
校
の
実
践
が
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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各
地
区
の
活
動
状
況

尾
張
地
区

六
月
二
十
日
（
火
）
に
令
和
五
年
度
尾
張

地
区
青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
総
会
並
び
に

校
長
連
絡
会
が
清
須
市
清
洲
市
民
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
役
員
や
事

業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
会
で
は
県
支

部
よ
り
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
も
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
主
な
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。

〇
尾
張
地
区
ト
レ
セ
ン

期
日　

�

七
月
二
十
五
日
（
火
）

　
　

二
十
六
日
（
水
）

会
場　

春
日
井
市
少
年
自
然
の
家

加
盟
校
の
小
学
校
六
年
生
と
中
学
校
二

年
生
の
各
二
名
が
一
泊
二
日
で
参
加
し
ま

す
。
本
年
度
は
、
小
学
校
三
十
七
校
、
中
学

校
十
三
校
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

〇
発
表
交
歓
会
並
び
に
指
導
者
研
修
会

期
日　

十
二
月
二
十
七
日
（
水
）

会
場　

名
古
屋
芸
術
大
学
ア
ー
ト
ス
ク
エア

加
盟
校
の
児
童
生
徒
と
指
導
者
が
参
加

し
ま
す
。
本
年
度
は
、
犬
山
市
立
犬
山
中
学

校
と
春
日
井
市
立
篠
原
小
学
校
が
代
表
し

て
活
動
紹
介
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

尾
張
地
区
は
、
現
在
、
幼
・
保
を
含
め
て

百
九
十
四
校
・
園
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
加
盟
促
進
と
共
に
学
校
生
活
の
様
々

な
場
面
で
、
青

少
年
赤
十
字
の

目
標
で
あ
る

「
気
づ
き
、
考
え
、

実
行
す
る
」
こ

と
の
で
き
る
児

童
生
徒
を
育
む

活
動
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

知
多
・
海
部
地
区

令
和
四

年
度
は
、ト

レ
セ
ン
は

中
止
し
ま

し
た
が
、十

二
月
に
は

「
指
導
者
講

習
会
・
児
童

生
徒
交
歓

会
」を
実
施

し
ま
し
た
。

参
加
す
る
指
導
者
や
児
童
生
徒
の
人
数
を

縮
小
し
、
入
場
時
に
体
温
チェッ
ク
や
消
毒
を

す
る
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
し
な
が
ら
活
動

し
ま
し
た
。
五
年
度
は
、
さ
ら
に
実
施
で
き

る
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇�

知
多
・
海
部
地
区
青
少
年
赤
十
字
指
導
者

協
議
会
総
会

期
日　

五
月
二
十
四
日
（
水
）

会
場　

東
海
市
芸
術
劇
場

〇�

知
多
・
海
部
地
区
ト
レ
セ
ン　
一
泊
二
日

期
日　

七
月
二
十
二
日
（
土
）

　
　
　
　
　

二
十
三
日
（
日
）

会
場　

愛
知
県
美
浜
自
然
の
家

〇�

指
導
者
研
修
会
・
児
童
生
徒
交
歓
会

期
日　

十
二
月
二
十
五
日
（
月
）

会
場　

津
島
市
文
化
会
館

知
多
・
海
部
地
区
の
加
盟
校
は
、
知
多
が

百
十
一
校
、
海
部
が
五
十
六
校
、
合
計
百
六

十
七
校
で
す
。
各
校
そ
れ
ぞ
れ
で
「
気
づ

き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
児
童
生
徒
を
育
成

す
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

東
三
河
地
区

東
三
河
地
区
（
豊
橋
・
豊
川
・
蒲
郡
・
新

城
・
設
楽
・
田
原
）
で
は
、
小
学
校
四
十
六

校
，中
学
校
十
六
校
の
合
計
六
十
二
校
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
は
特
色
の
あ
る
活
動

や
地
域
と
連
携
し
た
実
践
が
日
々
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
児
童
会
や
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ

て
進
め
る
た
て
わ
り
班
（
異
学
年
で
構
成
さ

れ
る
班
）
に
よ
る
活
動
、
あ
い
さ
つ
運
動
や

清
掃
活
動
等
、
多
種
多
様
な
活
動
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や

外
部
講
師
を
招
い
て
人
権
や
命
に
か
か
わ
る

講
話
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
学
校
以
外
と

の
つ
な
が
り
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
学
校

も
あ
り
ま
す
。

二
月
に
は
、
各
校
の
日
々
の
実
践
が
「
青

少
年
赤
十
字
活
動
実
践
集
」
に
ま
と
め
ら
れ

ま
す
。

各
校
の
思
い
や
願
い
が
込
め
ら
れ
た
活
動

が
他
校
へ
の
よ
い
刺
激
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」

こ
と
の
で
き
る
児
童
生
徒
を
育
む
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

岡
崎
地
区

五
月
十
六
日
（
火
）、
岡
崎
地
区
小
中
学

校
指
導
者
協
議
会
総
会
・
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
本
年
度
の
役
員
や
活
動
計
画
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
愛
知
教
育
大
学

附
属
岡
崎
中
学
校
副
校
長
、手
島
英
樹
様
よ

り
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
青
少
年
赤
十
字
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
主
な
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。

〇�

地
区
ト
レ
セ
ン

七
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
（
木
・
金
）

市
内
全
て
の
小
中
学
校
か
ら
各
一
名
の

参
加
で
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
は
小
中
合

同
、
日
帰
り
日
程
を
２
日
間
行
う
予
定
で
す
。

〇�

「
Ｊ
Ｒ
Ｃ
岡
崎
だ
よ
り
」
発
行

総
会
・
研
修
会
、
ト
レ
セ
ン
の
様
子
の
ほ

か
、
各
校
で
の
特
色
あ
る
青
少
年
赤
十
字
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

〇�

「
ト
レ
セ
ン
文
集
」
発
行

ト
レ
セ
ン
に
参
加
し
た
児
童
生
徒
の
感
想

や
各
校
に
戻
っ
て
取
り
組
み
た
い
こ
と
を
ま

と
め
、
ト
レ
セ
ン
文
集
と
し
て
発
行
し
ま
す
。

尾張地区総会並びに校長連絡会

児童生徒交歓会の様子

カワニナとりの様子

トレセンワークショップの様子
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刈
谷
・
安
城
地
区

刈
谷
・
安
城
地
区
（
知
立
・
高
浜
・
碧

南
・
西
尾
含
む
）
で
は
、
小
学
校
四
十
一
校
、

中
学
校
二
十
校
、特
別
支
援
学
校
一
校
の
合

計
六
十
二
校
、
児
童
生
徒
数
に
す
る
と
三
万

六
千
四
十
一
名
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
六
月

十
六
日
（
金
）
に
は
、
刈
谷
・
安
城
地
区
青

少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

〇�

刈
谷
・
安
城
地
区
ト
レ
セ
ン

今
年
度
は
、碧
南
市
の
勤
労
青
少
年
水
上

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
西
端
下
区
民
館
を
会

場
と
し
、
七
月
二
十
八
日
（
金
）
に
、
小
学

生
を
対
象
に
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
赤
十

字
の
重
要
性
を
啓
発
し
ま
す
。

〇�

実
践
報
告
集
の
作
成

地
区
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
年
度

末
に
各
校
の
特
色
あ
る
活
動
を
冊
子
に
ま
と

め
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に
し
ま
す
。

豊
田
地
区

豊
田
地
区
は
、
豊
田
市
と
み
よ
し
市
す
べ

て
の
小
中
特
別
支
援
学
校
百
十
七
校
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。
各
学
校
は
、
次
の
三
つ
の

活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
独
自
の
特

色
あ
る
取
組
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
地
区
ト
レ
セ
ン

令
和
四
年
度
は
、
八
月
と
十
二
月
に
、
日

帰
り
二
日
間
の
研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
、
八
月
の
研
修
は
中
止
と
な

り
、
十
二
月
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
の
開
催
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
児
童
生
徒
が
、
各
学
校
の
リ
ー

ダ
ー
と
い
う
意
識
の
中
で
、
多
く
の
学
び
を

得
る
質
の
高
い
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

〇
豊
田
市
社
会
福
祉
大
会

各
加
盟
校
の
特
色
あ
る
活
動
を
ボ
ー
ド
に

ま
と
め
て
展
示
を
し
、
青
少
年
赤
十
字
活
動

を
広
く
市
民
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

〇
お
年
玉
募
金
活
動

昨
年
度
は
、百
一
万
六
千
百
九
十
四
円
の

募
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
海
外

の
教
育
支

援
及
び
国

内
の
豪
雨

災
害
、
震

災
災
害
等

へ
の
復
興

支
援
に
役

立
て
て
い

た
だ
い
て

い
ま
す
。

高
校
部
会

高
校
部
会

で
は
、
役
員

会
・
機
関
誌

委
員
会
を
月

に
一
度
開
催

し
、
五
月
・

十
一
月
に
開

催
さ
れ
る
メ

ン
バ
ー
連
絡

会
及
び
二
月

に
開
催
さ
れ

る
活
動
発
表

会
の
企
画
・

運
営
準
備
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
五
月
の
メ
ン

バ
ー
連
絡
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し

て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」
に
つ
い
て
考
え
、

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
考
え
る
と
と
も
に
、「
多
様
性
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
機
関
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
二
月
に

行
わ
れ
た
活
動
発
表
会
で
は
、「
名
古
屋
市
立

桜
台
高
等
学
校
」「
愛
知
県
立
高
浜
高
等
学
校
」

「
愛
知
県
立
瀬
戸
北
総
合
高
等
学
校
」
の
三
校

が
各
校
の
特
色
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
発
表
し
、
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
が
今
後
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
十
月
・
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
「
青
少

年
赤
十
字
創
設
百
周
年
記
念
令
和
四
年
度
国

際
交
流
事
業
」
に
代
表
メ
ン
バ
ー
が
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
し
、
テ
ー
マ
で
あ
る
「
気
候
変
動
～
未

来
と
世
界
を
ま
も
る
行
動
を
と
も
に
～
」
に
つ

い
て
、
海
外
メ
ン
バ
ー
と
共
に
気
候
変
動
に
対

し
て
自
分
達
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、

将
来
取
り
組
み
た
い
こ
と
に
つ
い
て
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、「
二
泊
三
日
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」「
モ
ン
ゴ
ル
国
と
の

国
際
交
流
事
業
」「
本
社
主
催
ス
タ
デ
ィ
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
へ
参
加
し
、
多
く
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
高
校

生
メ
ン
バ
ー
が
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
地
区

名
古
屋
地
区
小
中
学
校
指
導
者
協
議
会

で
は
毎
年
地
区
ト
レ
セ
ン
や
愛
の
年
賀
状
活

動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
四
年
度
地
区

ト
レ
セ
ン一日
目
は
、
各
学
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
び
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
車
い
す
体
験
を
行
い
、
み
ん

な
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
ま
し
た
。

〇
今
年
度
の
名
古
屋
地
区
ト
レ
セ
ン

期
日　

八
月
九
日
（
水
）・
十
日
（
木
）

会
場　

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部

車
い
す
を
用
い
た
福
祉
体
験
や
避
難
所

設
営
体
験
等
の
防
災
学
習
を
行
う
予
定
で

す
。「気

づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
と
い
う

態
度
目
標
の
も
と
、
進
ん
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
で
き
る
児
童
・
生
徒
の
育
成
を
目

指
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

地区トレセンの様子

お年玉募金贈呈式の様子

「トレセンＦＷ」の関所で
学んだことの振り返りの様子

トレセンでの車いす体験の様子
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こ
れ
か
ら
も
続
く

友
情
の
塔
の
日
の
会

東
海
市
立
名
和
小
学
校

�

六
年　

武
田　

佑
我

ぼ
く
た
ち
の
学
校
に
は
「
友
情
の
塔
」
と
い

う
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
塔
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十
六
日
、
東

海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
命
を

失
っ
た
二
十
九
名
の
名
和
小
学
校
児
童
の
慰
霊

の
塔
で
す
。

毎
年
九
月
二
十
六
日
に
友
情
の
塔
の
日
の
会

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
九
月
に
な
っ
た
ら
、
塔

に
お
供
え
す
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ク
ラ
ス
み
ん
な

で
作
り
ま
す
。
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
、
折

り
紙
や
紙
粘
土
で
一
生
懸
命
に
作
り
ま
す
。

当
日
は
、
も
く
と
う
を
し
た
り
、
伊
勢
湾
台

風
を
経
験
し
た
方
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
み
ん

な
で
作
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
塔
に
お
供
え
し
た

り
し
ま
す
。

ぼ
く
は
、
伊
勢
湾
台
風
で
命
を
失
っ
た
人
た

ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
と
、
今
の
ぼ

く
た
ち
が
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
考

え
る
た
め
に
こ
の
会
を
行
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
こ
の
会
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

学
校
の
み
ん
な
で

気
づ
き 

考
え 

実
行
す
る

豊
橋
市
立
芦
原
小
学
校

�

六
年　

天
野　

莉
杏

芦
原
小
は
友
達
と
仲
良
く
で
き
る
元
気

で
優
し
い
子
が
多
く
、
い
つ
も
に
ぎ
や
か
な

雰
囲
気
で
活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

学
校
で
、
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
は
「
気
づ

き 

考
え 
実
行
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
全
校

に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
気
づ
き
考
え
実
行

し
た
こ
と
を
カ
ー
ド
に
書
い
て
提
出
し
て
も

ら
い
、
放
送
で
紹
介
し
た
り
、
掲
示
板
に
貼

っ
た
り
し
ま
す
。
み
ん
な
の
た
め
に
行
動
で

き
る
子
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
嬉
し
い
で
す
。

ま
た
、「
あ
し
は
ラ
イ
オ
ン
ハ
ッ
ピ
ー
ル
ー

ル
」
を
全
校
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
み
ん

な
が
気
持
ち
よ
く
す
ご
せ
る
よ
う
、
守
る
べ

き
ル
ー
ル
を
話
し
合
っ
て
決
め
ま
し
た
。
み

ん
な
が
心
が
け
る
こ
と
で
気
持
ち
よ
い
学
校

生
活
が
送
れ
る
し
、
み
ん
な
ハ
ッ
ピ
ー
に
な

れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
，
た
く
さ
ん
の
子
が
気
づ
き

考
え
実
行
し
て
、
ハ
ッ
ピ
ー
ル
ー
ル
が
守
れ

る
よ
う
に
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

意
見
を
共
有
す
る
大
切
さ

岡
崎
市
立
河
合
中
学
校　

�

三
年　

蒲
野　

恵
菜

ト
レ
セ
ン
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
印
象
に
残

っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
力
は
巻
き
込
む
力

と
巻
き
込
ま
れ
る
力
だ
。」

私
は
勝
手
に
巻
き
込
む
力
だ
け
が
重
要
だ

と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
巻
き

込
ま
れ
る
力
が
あ
る
こ
と
に
よって
、
巻
き
込

む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
私
が
影
響
を
受
け
た
時
間
は
話

し
合
い
の
時
間
で
す
。
私
の
班
の
子
た
ち
は

次
々
に
意
見
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

意
見
を
聞
か
れ
な
い
と
発
言
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
発
言
を
し

て
い
く
中
で
自
然
と
発
言
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
意
見
を
共
有
し
て
い

く
中
で
、
友
達
と
の
仲
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
て
い
く
こ
と
に
も
気
付
き
ま
し
た
。

私
は
ト
レ
セ
ン
に
参
加
し
て
、
自
分
の
考

え
を
言
っ
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
自

分
の
考
え
が
ま
と
ま
り
、
よ
り
よ
い
答
え
を

出
す
こ
と
が

で
き
る
と
知

り
ま
し
た
。

こ
こ
で
学

ん
だ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活

に
生
か
し

て
い
き
た
い

で
す
。

創
立
七
十
五
周
年
記
念

エコ
キ
ャッ
プ
ア
ー
ト
の
作
成

刈
谷
市
立
依
佐
美
中
学
校

�

教
諭　

亀
島　

裕
貴

本
校
で
は
、

常
時
活
動
と

し
て
エ
コ
キ

ャ
ッ
プ
回
収

を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の

こ
と
で
寄
付

さ
れ
る
ワ
ク

チ
ン
に
よ
る

支
援
に
学
校

全
体
で
取
り
組
む
た
め
、Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
日
々
全
員
参
加
を
目
指
し
て

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
校
は
、昨
年
創
立
七
十
五
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
と
何
か
を
関
連
付
け
て

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
キ
ャ
ッ
プ
回
収
を
促
進
し
つ
つ
、

全
校
で
一
体
と
な
っ
て
作
り
上
げ
る
喜
び
を

味
わ
い
た
い
と
考
え
、「
創
立
七
十
五
周
年

記
念
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
」
を
制
作
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
で
三
～
四
枚

の
パ
ネ
ル
に
各
自
持
参
し
た
キ
ャ
ッ
プ
を
は

め
て
い
き
、
ア
ー
ト
の
制
作
を
進
め
つ
つ
、

キ
ャ
ッ
プ
回
収
活
動
へ
の
参
加
率
も
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
完
成
し
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

ア
ー
ト
の
前
で
足
を
止
め
、
歓
声
を
上
げ
て

い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
る
で
、
自
分

た
ち
で
作
り
上
げ
た
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

大切な友情の塔

「あしはライオン」による
全校への呼びかけの様子

話し合いの時間

完成したエコキャップアート
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あ
い
さ
つ
運
動
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ

豊
田
市
立
平
和
小
学
校

�

教
諭　

鈴
木　

雄
大

四
月
。
新
六
年
生
が
、
こ
れ
ま
で
の
あ
い

さ
つ
運
動
を
引
き
継
ぎ
、
朝
の
昇
降
口
に
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
な
か

な
か
声
が
出
せ
な
か
っ
た
り
、
一
人
で
声
を

か
け
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

人
も
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
代
表
委
員
会
を
中
心
と
し
た

児
童
が
、
活
動
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
を
六

年
生
全
体
に
知
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
六
年
生
の

挨
拶
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

挨
拶
が
で
き
る
通
学
団
を
放
送
で
発
表
す
る

活
動
に
工
夫
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

毎
日
続
け
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
、
六
年
生
が

笑
顔
で
自
然
に
挨
拶
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
自
分
か
ら
挨
拶
す
る
下
級
生
も

増
え
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
広
が
り
は
、
ま
さ
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
「
気

づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
に
通
じ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ

活
動
を
意
識
さ
せ
な
が
ら
こ
の
良
さ
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で

愛
知
県
立
高
浜
高
等
学
校

�

教
諭　

神
谷　

安
有
美

八
年
前
、
全
国
の
高
校
生
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
る
ス
タ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
初
め
て
指
導

者
と
し
て
参
加
を
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の

企
画
で
、
震
災
被
災
地
の
メ
ン
バ
ー
へ
質
問

を
行
う
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。「
避
難
所
で

高
校
生
が
で
き
る
こ
と
は
何
で
す
か
？
」
東

北
か
ら
離
れ
た
地
の
高
校
生
に
は
最
も
な
質

問
で
し
た
。「
親
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く

こ
と
を
反
対
し
ま
し
た
。」
こ
れ
が
被
災
地

の
メ
ン
バ
ー
の
答
え
で
し
た
。
被
災
後
に
、

さ
ら
に
大
変
な
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
、
危

険
に
さ
ら
し
た
く
な
い
、
子
ど
も
に
は
そ
ば

に
い
て
欲
し
い
と
い
う
家
族
の
思
い
を
そ
の

メ
ン
バ
ー
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

本
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
員
は
、
い
つ
も

ス
ー
パ
ー
マ
ン
精
神
で
突
き
進
ん
で
い
き
が
ち

で
す
。
そ
の
勢
い
は
応
援
し
た
い
の
で
す
が
、

「
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
」

と
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最

善
の
活
動
の
た
め
の
き
っ
か
け
を
私
は
Ｊ
Ｒ
Ｃ

の
メ
ン
バ
ー
か
ら
い
つ
も
学
ん
で
い
ま
す
。

み
ん
な
の
た
め
に　

自
分
の
た
め
に

名
古
屋
市
立
正
保
小
学
校

�

教
諭　

鈴
木　

さ
や
か

「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
集
め
て
、
病
気
で

苦
し
む
子
に
ワ
ク
チ
ン
を
送
り
た
い
で
す
。」

二
十
年
以
上
前
、
六
年
生
だ
っ
た
私
た
ち

の
提
案
に
、
担
任
の
先
生
は
に
か
っ
と
笑
って
、

「
い
い
じ
ゃ
ん
！
や
り
ゃ
ー
！
」

と
即
答
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
実
現
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
を
描
き
、
放
送

で
全
校
に
呼
び
掛
け
る
と
、
各
家
庭
か
ら
も

の
す
ご
い
量
の
カ
ー
ド
が
集
ま
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
自
分
で
も
、
世
の
中
の
役
に
立
て

る
ん
だ
と
い
う
感
動
と
興
奮
を
今
も
覚
え
て

い
ま
す
。
母
校
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
合
言
葉
は
「
み

ん
な
の
た
め
に
自
分
の
た
め
に
」
で
し
た
。

誰
か
の
た
め
に
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
す
る

こ
と
が
、
自
分
に
と
っ
て
も
財
産
と
な
っ
て

い
く
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

時
が
た
ち
、
自
分
も
教
員
に
な
り
、
恩
師

と
の
再
会
が
叶
い
ま
し
た
。

「
ま
た
Ｊ
Ｒ
Ｃ
や
ろ
う
よ
！
」
と
の
誘
い

に
、
今
後
は
私
が
、

「
い
い
で
す
ね
！
」

と
即
答
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
が

子
ど
も
た
ち

を
支
え
る
立

場
と
し
て
、

「
子
ど
も
の

た
め
に
自
分

の
た
め
に
」

を
合
言
葉

に
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ

と
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

あ
った
か
あ
い
さ
つ
運
動
を
通
し
て

一
宮
市
立
西
成
東
部
中
学
校

�

三
年　

熊
﨑　

杏
瞳

人
と
人
と

の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し

て
い
く
た
め
、

西
成
東
部
中

学
校
で
は
あ

い
さ
つ
運
動

を
行
っ
て
い

ま
す
。
あ
い

さ
つ
は
、
お

互
い
の
心
を

近
づ
け
る
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
で
す
。
友
達
と
話
す
き
っ
か
け
を
作
っ
た

り
、
学
校
全
体
を
あ
い
さ
つ
あ
ふ
れ
る
あ
た

た
か
い
居
場
所
に
し
た
り
す
る
た
め
に
、
生

徒
議
会
で
意
見
を
出
し
合
い
「
あ
っ
た
か
あ

い
さ
つ
運
動
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
で
は
、
①
自
分
か
ら
②
元
気
に

大
き
な
声
で
③
相
手
の
目
を
み
て
、
を
あ
い

さ
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
三
つ
を
意
識
し
て
あ
い
さ
つ
の

で
き
た
生
徒
が
十
五
人
以
上
の
ク
ラ
ス
に
雪
だ

る
ま
パ
ー
ツ
を
配
付
し
、
あ
い
さ
つ
運
動
への
参

加
状
況
の
「
見
え
る
化
」
を
図
り
ま
し
た
。

「
あ
っ
た
か
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
通
し
て
、

登
校
時
や
ク
ラ
ス
内
で
あ
い
さ
つ
の
声
が
増

え
て
、
明
る
く
気
持
ち
の
良
い
一
日
の
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
た
っ
た
一
言
で
す

が
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
、
大
切
な
言
葉
だ

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
あ
い
さ
つ
で
活
気
あ
ふ
れ
る
学
校

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あいさつ運動の様子

文化祭での募金活動

思い出のアルバムより

見える化した雪だるま
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加
盟
校
だ
よ
り

豊
田
市
立
高
嶺
小
学
校

本
校
で
は
総
合
的
な
学
習
や
委
員
会
の
時
間

な
ど
を
使
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
を
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
や
学
習
し
て
い
る
一

部
の
児
童
だ
け
で
は
な
く
、
全
児
童
と
家
庭
に

広
め
る
た
め
に
令
和
四
年
度
の
夏
休
み
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
連
携
し
た
「
夏
休
み　
み
ん
な
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」
と

題
し
て
全
家
庭
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
全
十
七
項
目
の
中
か
ら
各
家
庭
で

自
由
に
実
践
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
様
々
な
目

標
の
中
か
ら
生
活
に
密
着
し
た
取
り
組
み
が
多

く
「
安
全
な
水
」「
省
エ
ネ
」「
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
」「
作
る
責
任
使
う
責
任
」「
海
の
豊
か

さ
を
守
る
」
が
多
く
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
「
ご
み
を
分
別
す
る
」「
牛
乳

パ
ッ
ク
や
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
服
は
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
」「
買
い
物
は
エ
コ
バ
ッ
ク
で
」「
食
べ

残
さ
な
い
」「
食
べ
る
分
だ
け
を
用
意
す
る
」

「
野
菜
の
使
わ
な
い
部
分
を
ペ
ッ
ト
の
餌
に
活

用
」
な
ど
多
く
の
家
庭
で
実
践
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
「
海
の
ご
み
を
拾
う
」
や
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
を
減
ら
し
紙
製
の
物
を
使
用
す

る
」「
電
気
の
無
駄
使
い
を
無
く
す
」「
エ
ア
コ

ン
の
設
定
温
度
を
高
く
す
る
」
な
ど
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
取
り
組
み
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
限
ら
ず
Ｊ
Ｒ
Ｃ
「
気
づ

き 

考
え 

行
動
す
る
」
活
動
を
家
庭
に
広
げ
た

い
で
す
。�

（
畔
柳　

杉
野
）

愛
知
県
立
豊
田
東
高
等
学
校本

校
で
は
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
を

中
心
に
、障
が

い
者
支
援
施

設
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く

り
を
進
め
る

地
域
団
体
と

の
連
携
活
動
、

街
頭
で
の
献
血
の
呼
び
か
け
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
学
科
で
あ
る
本
校
は
、
地
域
連
携
教
育

を
教
育
活
動
の
柱
の
一
つ
と
し
て
お
り
、Ｊ

Ｒ
Ｃ
部
以
外
の
生
徒
も
日
頃
の
学
習
や
部

活
動
で
の
学
び
を
活
か
す
場
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

令
和
二
年
度
以
降
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

従
来
行
っ
て
き
た
活
動
は
次
々
に
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
地
域
と
の
繋
が
り
に
支
え
ら
れ
、
生
徒
た

ち
は
「
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
で
き
な
い
、
で
は
な

く
て
、
コ
ロ
ナ
だ
け
れ
ど
、
こ
う
す
れ
ば
で

き
る
」
を
合
言
葉
に
、
新
た
な
活
動
を
企
画

し
、
感
染
対
策
を
考
え
、
実
行
し
て
い
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
人
と
人
、

人
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
意
義
に
気
づ

き
、
地
域
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
つ
な
が
り

作
り
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
の
規
制
が

緩
和
さ
れ
、
活
動
も
以
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
気
づ
く

こ
と
が
で
き
た
学
び
を
、
今
後
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
前
田　

洋
子
）

名
古
屋
市
立
千
年
小
学
校

「
気
づ
き
」「
考
え
」「
実
行
す
る
」。
こ
の

よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
態
度
を
育
成
す
る
た

め
に
、
本
校
で
は
、
日
頃
か
ら
取
り
組
む
こ

と
が
出
来
る
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
で
す
。
四
～

六
年
生
の
代
表
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
月

に
一
度
、
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か

し
た
あ
い
さ
つ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
し
な
い
子
は
う
つ
む
い
て
い

る
よ
。」「
目
線
を
上
げ
て
ほ
し
い
よ
ね
。」

「
な
ら
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
し
た

ら
？
」「
手
を
合
わ
せ
た
く
な
い
子
も
い
る

か
ら
、
手
形
の
紙
に
タ
ッ
チ
で
き
る
と
い
い

か
も
。」

子
ど
も
た
ち
の
目
線
で
、
子
ど
も
た
ち
な

り
に
工
夫
し
た
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
は
大
好

評
で
、
朝
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
が
響
き
渡
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
教
師
主
導
の
活
動
で

は
見
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
驚
い
て

い
ま
す
。

一
つ
の
活
動
に
継
続
的
に
取
り
組
み
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
で
話
し
合
っ

て
い
く
経
験

を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、

「
気
づ
き
」「
考

え
」「
実
行
す

る
」
態
度
を

育
成
で
き
た

ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
今
城　

英
康
）

稲
沢
市
立
平
和
中
学
校

本
校
で
は
、「
地
域
と
の
連
携
を
生
か
し

た
学
校
づ
く
り
」
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
地
域
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
だ
け
で
な
く
、
校
内
で
独
自
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
企
画
し
、
生
徒
会
執
行
部

が
呼
び
か
け
を
行
い
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、「
平
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
」
を

結
成
し
、学
校
周
辺
の
清
掃
や
出
身
小
学
校

で
の
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
奉
仕
の
精

神
や
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ピ
ー

ス
サ
イ
ン
～
広
が
る
広
げ
る
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
の

輪
～
」
を
掲
げ
、
地
域
に
も
ピ
ー
ス
（
平

和
・
笑
顔
）
を
広
げ
よ
う
と
、
様
々
な
視
点

か
ら
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
清
掃
に
よ
る
奉
仕
だ
け
で
な
く
、「
小

学
生
の
下
校
の
見
守
り
に
も
取
り
組
み
た

い
」
と
安
全
へ
の
意
識
も
高
め
、
活
動
の
幅

を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
生
徒
自
身
が
「
気
づ
き
・
考

え
・
実
行
す
る
」
こ
と
を
意
識
し
、
生
徒
主

体
と
な
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�

（
足
立　

友
里
）

海でゴミ拾い

目線も上がって、にっこりあいさつ！

平中ボランティア隊の様子

コロナ禍での献血の呼びかけ
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愛
西
市
立
市
江
小
学
校

市
江
小
で

は
、「
い
命
を

大
切
に
す
る
・

ち
知
恵
を
は

た
ら
か
せ
る
・

え
笑
顔
で
生

活
す
る
」の
三

つ
の
「
い
ち

え
」を
目
ざ
す

子
ど
も
の
姿

と
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
し
て

き
た
方
を
お
招
き
し
て
お
話
を
聞
く
機
会
を
設

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々
の

た
め
に
募
金
を
集
め
よ
う
と
い
う
声
が
子
ど
も

た
ち
か
ら
あ
が
り
ま
し
た
。「
で
き
る
だ
け
多

く
の
お
金
を
集
め
た
い
」「
そ
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
」
と
児
童
会
を
中
心
と
し
た
六

年
生
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現

状
や
風
景
、
文
化
な
ど
を
伝
え
る
資
料
を
作
り
、

全
校
児
童
に
向
け
て
募
金
の
説
明
会
を
開
き
ま

し
た
。「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々
に
笑
顔
を
」
と

い
う
思
い
で
取
り
組
ん
だ
こ
の
募
金
活
動
は
、

た
く
さ
ん
の
児
童
の
協
力
を
得
て
、
大
成
功
に

終
わ
り
ま
し
た
。
命
の
大
切
さ
を
考
え
、
知
恵

を
は
た
ら
か
せ
て
行
動
し
た
こ
と
が
、
よ
い
結

果
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
挨
拶
運
動
で

は
、
曜
日
ご
と
に
違
う
国
の
挨
拶
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。
こ
の
挨
拶
運
動
も
、
中
国
語
や
ロ
シ

ア
語
を
母
語
と
す
る
児
童
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
た
い
と
い
う
児
童
の
声
が
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
国
の
挨
拶
が

飛
び
交
い
、
明
る
く
楽
し
い
素
敵
な
取
組
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
大
切
に

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
神
谷　

英
加
）

蒲
郡
市
立
蒲
郡
東
部
小
学
校

本
校
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
が
最
も
力
を
入
れ

て
活
動
し
た
の
は
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収

で
す
。
年
度
初
め
の
勉
強
会
で
「
私
た
ち
の

活
動
で
世
界
を
健
康
に
す
る
」
と
い
う
活
動

目
標
を
作
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
活
動
は
何
か
を
考
え
始
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
、
何
と
な
く
行
っ
て

い
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
が
、
困
っ
て
い

る
人
に
ワ
ク
チ
ン
を
贈
る
た
め
の
活
動
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
と
、
活
動
に
協
力
し
て
く

れ
る
子
を
増
や
す
た
め
に
、
給
食
中
の
校
内

放
送
で
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
の
意
味
を
説
明

し
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
り
と
、
進
ん

で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
数
え
る
時
に

は
「
こ
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
お
か
げ
で
ワ
ク

チ
ン
が
贈
れ
る
ん
だ
ね
」「
ワ
ク
チ
ン
で
困

っ
て
い
る
人
が
助
か
る
と
い
い
ね
」
と
い
う
、

う
れ
し
そ
う
な
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
成
果
も
あ
り
、
約
三

十
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
寄
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
活
動
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
の

満
足
そ
う
な
表
情
が
、
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

�
（
鳥
居　

潤
一
）

岡
崎
市
立
細
川
小
学
校

本
校
で
は
、

福
祉
委
員
会

が
中
心
と
な

っ
て
全
校
で

エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
集
め
の
活

動
を
し
て
い

ま
す
。
世
界

で
は
、
ワ
ク

チ
ン
が
な
い

こ
と
が
原
因

で
亡
く
な
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ

と
や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め

る
こ
と
で
救
え
る
命
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

そ
れ
を
全
校
に
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
が
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
た
ち
へ
ワ
ク
チ
ン
が
届
く
ま
で
の

過
程
を
、
ポ
ス
タ
ー
や
動
画
を
作
っ
て
紹
介

し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
、
各
回
収
場
所
に

福
祉
委
員
の
児
童
が
立
ち
、
協
力
を
呼
び
掛

け
る
活
動
も
行
い
ま
し
た
。
大
き
な
袋
を
抱

え
て
来
て
く
れ
る
児
童
も
お
り
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
、
救
え
る
命
を
救

い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
全
校
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
集
め
の
ほ
か
に
、

一
円
玉
募
金
や
被
災
地
へ
の
義
援
金
な
ど

に
も
目
を
向
け
て
、
困
っ
て
い
る
人
や
周
り

の
た
め
に
な
る
活
動
に
取
り
組
み
、「
気
づ

き
・
考
え
・
実
行
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
児

童
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。�
（
松
原　

愛
）

安
城
市
立
丈
山
小
学
校

本
校
で
は
、
一
・
六
年
生
、
二
・
四
年
生
、

三
・
五
年
生
が
ペ
ア
を
組
み
、
一
年
間
を
通

し
て
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
異
学
年
交
流
活

動
を
行
う
こ
と
で
、
仲
間
意
識
を
高
め
、
思

い
や
り
の
心
を
育
て
る
こ
と
、
交
流
の
計
画

を
立
て
て
役
割
分
担
を
行
い
、
自
主
的
・
実

践
的
に
取
り
組
む
力
を
養
う
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
活
動
の
中
に
は
、
高
学
年
が

ペ
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
ペ
ア
交

流
も
あ
り
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

二
・
四
年
生
ペ
ア
で
は
、
四
年
生
が
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

楽
し
ん
だ
二
年
生
は
、
ペ
ア
の
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
に
お
返
し
が
し
た
い
と
い
う
思
い

を
も
ち
、
自
分
た
ち
で
四
年
生
の
た
め
に
レ

ク
を
企
画
し
ま
し
た
。
二
年
生
は
、
ど
ん
な

遊
び
を
す
る
と
四
年
生
が
喜
ぶ
か
を
考
え
、

一
生
懸
命
に
準
備
を
し
ま
し
た
。
レ
ク
当
日

は
、四
年
生
も
二
年
生
の
思
い
を
く
ん
で
、楽

し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。（
日
下　

里
奈
）

エコキャップの集計

ペアレクでのじゃんけん列車

挨拶運動の様子

エコキャップ集めの呼びかけをする児童



あ い ち 青 少 年 赤 十 字令和５年７月１日　第138号� （8）

四
月
十
八
日
「
名
古
屋
市
公
会
堂
」
で
、

令
和
五
年
度
愛
知
県
青
少
年
赤
十
字
指
導

者
協
議
会
役
員
会
・
総
会
・
研
究
推
進
校
実

践
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
議
事
に
先
立
っ
て
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
五
七
十
五
名
の
先
生
方
と
百
二
十

二
の
学
校
と
園
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
い
て
、
令
和
三
・
四
年
度

の
研
究
推
進
校
で
あ
っ
た
「
豊
田
市
立
中
山

小
学
校
」
と
「
犬
山
市
立
羽
黒
小
学
校
」
が

実
践
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
で
は
、青
少

年
赤
十
字
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
・
推
進
と

未
加
盟
校
へ
の
活
動
普
及
を
目
的
に
、
研
究

推
進
校
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
研
究
は
二
か

年
の
委
嘱
期
間
で
実
施
さ
れ
、
二
年
目
に
研

究
成
果
の
発
表
を
行

い
ま
す
。
参
加
者
さ

れ
た
先
生
方
は
、
両

校
の
研
究
実
践
に
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
み

え
ま
し
た
。
両
校
の

研
究
要
項
を
全
加
盟

校
に
配
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
主
な
事
業
計
画

＊
役
員
会
・
総
会
・
実
践
発
表
会�

４
月
18
日

�
（
会
場　

名
古
屋
市
公
会
堂
）

＊
第
一
回
ト
レ
セ
ン
検
討
会�

５
月
12
日

�
（
会
場　

愛
知
県
支
部
）

＊
高
校
指
導
者
研
究
会
・
メ
ン
バ
ー
連
絡
会

�

５
月
27
日
（
会
場　

愛
知
県
支
部
）

＊
高
校
ト
レ
セ
ン�

７
月
29
日
～
７
月
31
日

�

（
会
場　

愛
知
県
青
年
の
家
）

＊
小
中
ト
レ
セ
ン�

８
月
１
日
・
２
日

�

（
会
場　

愛
知
県
青
年
の
家
）

＊
指
導
者
講
習
会�

８
月
22
日
・
23
日

�

（
会
場　

愛
知
県
青
年
の
家
）

＊
救
急
法
講
習
会�

８
月
24
日
・
25
日

�

（
会
場　

愛
知
県
支
部
）

＊
第
二
回
ト
レ
セ
ン
検
討
会�

９
月
５
日

�

（
会
場　

愛
知
県
支
部
）

＊
指
導
者
協
議
会
講
演
会�

１
月
19
日

�

（
会
場　

名
古
屋
市
公
会
堂
）

＊
指
導
者
講
習
会
実
践
発
表
会�

１
月
27
日

�

（
会
場　

愛
知
県
支
部
）

＊
高
校
活
動
発
表
会�

２
月
３
日

�

（
会
場　

愛
知
県
支
部
）

＊
令
和
五
・
六
年
度
研
究
推
進
委
嘱
校

　

・
半
田
市
立
雁
宿
小
学
校

　

・
岡
崎
市
立
六
ツ
美
中
部
小
学
校

令令和和３３年年度度・・令令和和４４年年度度  研研究究委委嘱嘱校校  犬犬山山市市立立羽羽黒黒小小学学校校  

自自らら考考ええ表表現現しし,,自自己己肯肯定定感感をを高高めめるる子子のの育育成成  
――つつななぎぎ合合いい  高高めめ合合うう  羽羽黒黒のの子子――  

 

 犬犬山山市市立立羽羽黒黒小小学学校校  

英英語語ででココミミュュニニケケーーシショョンン  絵絵ググララフフにによよるる算算数数学学習習  

タタブブレレッットトのの活活用用  課課題題のの明明確確化化  

発　

行　

令
和
五
年
七
月
一
日

発
行
者　

愛
知
県
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会

事
務
局　

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部

　
　
　
　

〒
四
六
一
―
八
五
六
一

　
　
　
　

名
古
屋
市
東
区
白
壁
一
―
五
○

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

○
五
二
―
九
七
一
―
一
五
九
九

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
五
二
―
九
七
一
―
一
五
九
○

加
盟
状
況
（
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

〇
幼
稚
園
・
保
育
園�

五
十
五
園

〇
小
学
校�

六
百
三
十
九
校

〇
中
学
校�

二
百
七
十
四
校

〇
高
等
学
校�

百
十
八
校

〇
特
別
支
援
学
校�

十
四
校

〈
加
盟
校
合
計
〉�

一
、一
〇
〇
校
・
園

〈
メ
ン
バ
ー
総
数
〉�

四
三
三
、七
八
七
名


